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６月 21 日（火）～
23 日（木）の日程
で、九州方面修学旅行
を実施しました。 

生麦中学校の修学
旅行は、以前より「平和
学習」に焦点を当て実
施していますが、そのとらえは「いのちの教育」というもので
す。 

事前学習として講師を招き「平和講演会」を実施しま
した。自由に生きる権利を奪う戦争の悲惨さを知り、平
和を守るための意義や大切さについて考え、自分の考え
を持つことを学習しました。そして、「平和の尊さを知り、
平和を求め続ける心をもてるようにする」ことをねらいとした
修学旅行へ出発しました。 

一日目は、羽田空港から⾧崎空港を経て、ハウステン
ボスを訪問しました。鮮やかなあ
じさいと石畳の雰囲気からヨーロ
ッパの街並を体験しました。日
本一広いテーマパークでゆっくりと
した時間を持つと共に、友人の
新たな魅力を見つけることができ
る時間となりました。 

二日目は、平和公園を中心
とした平和学習（平和セレモニーを開催し、千羽鶴を折
鶴の塔に納めました。）その後、
班別自主行動を行いました。 
毎年 8 月 9 日には、私たちが訪
れた平和祈念像前の式典広場で
平和祈念式典が行われます。平
和祈念像を中心に、平和の泉、
世界各国から寄贈されたモニュメ
ントなどを設置し、平和を願う場に
ふさわしい空間がそこにありました。 

三日目は、クラス別に水族館や吉野ケ里遺跡、科学
館などで学習した後、太宰府天満宮を訪問し福岡空港
から帰路に着きました。 

旅行中での貴重な経
験を通じて、3 年生徒た
ちは人間的にひとまわり大
きく成⾧しました。 修学
旅行の経験を通して、生
麦中学校の子どもたちが
自分の考えを保護者や
地域の皆さんに伝える場

面があることと思います。 
思いがつながり私たちが生活する地域がみなさんと共に
育まれていくことを期待いたします。 

7 月６日（水）、本校体育館にて、救命救急法研修
会を実施しました。当日は市消防局鶴見消防署総務・
予防課岸谷消防出張所⾧ 穂積 様 と署員の皆様
を講師として、約 60 分の研修を行いました。 

保健委員会の生徒と各運動部活動から代表者、教
職員グループに分
け、ＡＥＤの取
扱いと心肺蘇生
法、傷病者の体
位等について学び
ました。 
 119 番通報し
て、救急車が到着
するまでの約 7 分

間、傷病者に対して私たちは、何をどのようにすればよい
のでしょう。救急隊が到着するまでに心肺蘇生を施され
た場合の社会復帰率は格段と向上することは、実証済
です。 

AED の扱い、呼吸の確認や心臓マッサージなど実践
で学んだことは、安心・安全な学校生活、社会生活の基
本となります。 
 研修で学んだ知識・技能を使わないことこそ、未然の事
故防止となると考えます。参加された皆さんに感謝しま
す。 

６月 27 日（月）鶴見区よこはま子ども国際平和スピ
ーチコンテストが開催されました。これは、鶴見区内 10
校の代表者によるスピーチコンテストでもあります。 
本校から代表 3 年 佐伯 凛さんが出場しました。 
 
「つなごう 輪になろう」というタイトルスピーチは、絵本の
翻訳ボランティア活動を通して知った、世界の厳しい学習
環境、それぞれの国の人々の願いや「平和」について、自
身の実践や思いを通して支援の輪を広げていきたいとい
う内容です。 
世界の子どもたちが学校に通い沢山の「夢」を描ける社
会の」実現を目指し、自分自身ができることを実践し、考
えることを伝えてくれました。 
自分が描いた絵本で皆を笑顔にする夢に向け、今後の
活動実践に期待しています。 
 
佐伯さんは、「国際平和のために、自分がやりたいこと」を
テーマとした横浜市本選に鶴見区代表として選出されま
した。 
7 月 22 日南公会堂で本選スピーチを行います。 
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